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出会いの感謝 

校長 鈴木伸作 
今年の夏は 6 月から猛暑が続き、徐々に夏になるのでは

なく一気に夏になったという感じがしました。とにかく最

近の猛暑は命の危険があるほど厳しいものでした。そんな

中で、毎年夏のわくわくスクールを開催していただきまし

た。今年は保護者の方にも協力いただき、無事にわくわく

スクールを終えることができました。こどもたちも限られ

た時間ではありましたが、楽しんでもらえたと思います。

ご協力いただいた地域の皆様、各種団体の皆様、保護者の

皆様、本当にありがとうございました。 

私事ですが、この夏休み、旧友や昔の同僚、親せきや兄

弟に会う機会がありました。みな年をとりましたが、「昔

と全く変わらないね。」とお世辞を入れながらも口々に言

っていました。今までこのような人たちと一緒にいた時間

は長い短いという違いはありますが、今まで生きていた上

で一人一人みな大事な人だったのだなと強く感じました。

中には喧嘩をしたり、人間関係に悩んだりした人もいまし

たが、今となっては自分を成長させてくれた人たちなのだ

と思えて、今さらながら小さな感謝を抱きました。 

ずいぶん前になりますが、俵万智さんの有名な子育て歌

集「たんぽぽの日々」のあとがきで、卒園を迎える長男か

ら「おかあさんは、今でも幼稚園の時の友達にあうことが

ある？」と聞かれ、全く会っていないことを言うと、長男

は寂しそうな顔になりました。長男は毎日のように遊んで

いた友達なのに、ゆくゆくはそのようなになってしまうの

かと思ったのかもしれません。そんな長男に「お別れする

のが寂しいような友達に会えてよかったね。会えたことの

積み重ねの上に、今の自分もこれからの自分もいるんだ

よ。」と話すと、長男は涙をこぼしたとのことでした。 

この話を思い出し、今までお会いしてきた一人一人の出

会いの上に私自身が今もこれからもいる。だからこそ、今

近くにいる人、関わってくれている人、一緒に仕事をして

いる人、友人や知人などを大切にしなければと思いました。 

どんな人でも独りで生きている人はいません。必ずだれ

かと関わっています。学校の中でこどもたちは友達、先生、

地域の方など多くの人と関わっています。私たち教員も

日々こどもたちに関わり、良き出会いとして互いに出会え

たことに感謝し、心豊かに過ごしていきたいと思います。2

学期もどうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 

曜
日 

 放
課
後
遊
び 

１ 月 
始業式 4時間授業（全） 避難訓練（引渡し訓練） 

学校保健委員会 
 

２ 火 発育測定（5・6）給食始 補習教室 ☆ 

３ 水 
発育測定（3・4）夏休み作品展始（～9日） 

特別時程 4時間（1） 5時間（2～6）  
 

４ 木 発育測定（1・2）誕生会給食（8月） ☆ 

５ 金 安全指導日 プール納め  

６ 土    

７ 日   

８ 月 全校朝会 委員会活動  

９ 火 
夏休み作品展終 とうぶ移動教室前健康相談（6） 

補習教室 
 

10 水 運動集会 とうぶ移動教室（6）始 給食試食会  

11 木 セーフティー教室（1・2）  

12 金 読書タイム とうぶ移動教室（6）終  

13 土   

14 日   

15 月 敬老の日  

16 火 補習教室  

17 水 音楽朝会   

18 木 なかよしタイム（朝） ☆ 

19 金 
記名タイム・衛生チェック 誕生会給食（9月） 

特別時程４時間（全） 校内研究（1-2のみ 5時間授業） 
 

20 土   

21 日 秋の交通安全教室（～30日）  

22 月 全校朝会 クラブ活動（卒業アルバム写真撮影(6)）  

23 火 秋分の日  

24 水 児童集会  

25 木 生活科見学（1・2）東中学校学習体験（6） ☆ 

26 金 読書タイム 社会科見学（4）  

27 土 貴菅神社例大祭(金管バンド)  

28 日   

29 月 全校朝会 クラブ活動  

30 火 補習教室 ☆ 

                  

 

 

 

 

 

 

     

―健康で安全な生活ができる子―おもいやりがあり仲よく助け合う子―自ら考え行動する子― 

 

    

生活目標「すすんできまりを守ろう」 

    保健目標「病気やけがに気をつけましょう」 

    給食目標「ていねいに後かたづけをしよう」 

９
月
目
標 

※行事予定は変更になることがあります 

令和７年 8 月 29 日発行 第５号 

大田区立大森第一小学校 

校 長  鈴 木 伸 作 

 

 

【生活目標と避難訓練について】 

     生活指導 避難訓練担当 

９月の生活目標は「すすんできまりを守ろう」です。

学校の中での「きまり」とは何があるでしょうか。様々

ありますが、集団で生活するためのきまりが多いです。

避難訓練もその一つです。１学期にも、地震や火事を想

定した避難訓練が実施されました。約 500人のこどもた

ちが一斉に移動するので、そこには「きまり」が必要と

なります。よって、「きまりが命を守る」とも考えられ

ます。避難訓練を通して、きまりを守る大切さもこども

たちに伝えていきます。 



 

 

 

２年生の教室から 
２年担任   

 ５月９日(金)にしながわ水族館へ遠足に行きました。

水族館内では、グループごとに協力し合いながら、仲良

く館内の生き物を見学しました。イルカショーでは、大

きくジャンプするイルカに目を輝かせていました。お昼

も近くの公園で敷物を広げ、嬉しそうに食べていました。

楽しむだけでなく、公共施設のマナーにも気を付けまし

た。電車の乗り方や道路の歩き方など事前学習の成果を

発揮し、大変立派な姿が見られました。 

生活科の学習では、ミニトマト・ナス・ピーマン・オ

クラ・シシトウの中から自分たちの育ててみたい野菜を

選び、育てました。こどもたちは、「大きく育ってほしい

な。」や「早く食べたいな。」という気持ちから毎日ベラ

ンダに出て水やりをしたり、野菜の成長を観察したりと

意欲的に活動していました。野菜が実ると、とても嬉し

そうな表情で収穫をしていました。また、自分たちが食

べるだけでなく、「紹介したい。」という思いからお世話

になっている先生方に野菜を渡しに行き、感謝の気持ち

を伝えました。 

委員会活動 

特別活動部担当 

今年度は、委員会活動は４月から、クラブ活動は５

月から、活動がスタートしました。 

委員会活動は、４年生は代表委員会のみ、５年生、

６年生は全児童が所属します。委員会活動では、「学

校生活を向上・発展させ、より豊かにしていこうとす

る」ことを目指し、日々活動に取り組んでいます。大

森第一小学校では、「代表・放送・集会・図書・運動・

保健・給食・新聞・環境」の９つの委員会があります。

月に１回の委員会活動の時間では、活動の振り返りや

今後の委員会活動で取り組むこと等を打ち合わせし

ています。４月には、「委員会紹介集会」が行われ、

委員長が全校児童に自分の委員会の紹介をしました。 

クラブ活動では、４～６年生の全児童が所属してい

ます。現在は 10 のクラブに分かれ、活動を行ってい

ます。クラブ活動では、児童が自主的に活動し、個性

を伸ばせるよう指導をしています。６年生のクラブ長

を中心に、活動したい内容を所属児童で話し合い、楽

しみながら取り組んでいます。また、年度末には児童

にアンケートを取り、条件が揃った場合には、クラブ

が新設されることもあります。 

 

 

夏のわくわくスクール 

      夏のわくわくスクール担当 

 今年の夏のわくわくスクールも多くの申し込みが

あり、講座によっては抽選となるものありました。オ

リジナルキーホルダーやプラネタリウムを工作する

活動、サッカーやミニテニス教室で体を動かす活動な

ど、様々な講座の中で楽しそうに取り組む姿がたくさ

ん見られました。 

 夏のわくわくスクールでは、こどもたちに普段の学

校ではできない体験をすることを通して、活動の幅を

広げ、興味・関心を抱き、教科書や黒板から得られな

い学びを身に付けてほしいという願いがあります。こ

どもたちには、今後もより多くの体験から学び、考え

や興味・関心を広げていってほしいと思います。 

講座を開催するにあたり、ご協力いただいた方々に

は厚く御礼申し上げます。次年度以降も地域・保護者

の皆様のご支援・ご協力をいただければ幸いです。 

 

 

４年生の教室から 

  ４年担任 

４年生は、総合的な学習の時間にて、水止舞について

の学習を行っています。 

昨年度、４年生（現５年生）に教えてもらった水止舞

の学習を受け継いだところから学びを始めました。 

始めは、水止舞について詳しく調べ、歴史や伝統につい

て知りました。700年という長い歴史のある行事だとい

うことや、水止舞が始まった由来など、初めて知ること

に興味をもちながら楽しく学習を進めました。 

学習を進める中で、水止舞保存協力会の方々から「歴

史ある水止舞をもっと多くの人に広めてほしい。」と依頼

を受け、広めるために自分たちにはどんなことができる

のかを考えました。 

考えを広げるために思考ツール「同心円チャート」を

使用しました。はじめは個人で意見を出し、次にグルー

プで意見交流を行いました。友達の考えを取り入れるこ

とで、新たな考えが生まれ、たくさんの意見を出すこと

ができました。 

２学期からは自分たちの意見を実現できるかどうかを

判断することで考えを絞り、実現するために具体的に活

動していきます。 

 


